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D.1.A.の 創 設 と初 期 の 活 動

神戸大学 中 山 修 一

今 日、19世 紀 後半以 降の デザ イ ン運動 やデザ イ ン理 論 を考察 す る場合、 ラス

キ ンの芸 術 に対 す る考 え方 とモ リスのデザイ ン活動 を中心 とした、 イギ リス

の アーツ ・ア ン ド・クラフツ運動 を動 かす ことはで きない。 しか し、 その影響

を受 けなが らも、機械 文明の肯 定 とい う20世 紀 的視 点 を持 ったデザ イ ン運動体

は 、引 き続 きイギ リス において生 まれるのではな く、大陸 の ドイツにおいて新

しく登場 す るの であ る。周知 の よ うに、1907年 に ミュ ンヘ ンにお いて結成 され

た ドイ ツ工作連盟 が それで あった。 ムテー ジウス を代表 者 とす るこの ドイ ツ工

作連盟 の デザ イ ン思想 は、 アー ツ ・ア ン ド ・クラフツ運動 の それ とい くつ かの

点 で一線 を画す るもので あった が、 と りわけ、製 品の 「質」の問題 を問 う場 合

において、 いっそ う明確 な もの となった。 われ われは その違 いを、生産 手段 が

手 で あった時 の 「質」 の問題 に代 わって、機械 生産 にお ける 「質」 の問題 に言

及 した ムテー ジウスの1914年 の ケル ンでの総会の講演 の中 か らはっ きりと読み

取 ることがで きる。手 か ら機械 へ と生産 手段 が移行す ることは、製 品の量 的拡

大 と、標準化 の積極的推進 とを意味 す ると同時 に、個 人主義的 な製作態 度 か ら

脱 し、集 団主 義的 な考 え方 へ と変化 してい くことを意味、していた。一般 にこの

よ うな理 由か ら、 ドイ ツ工作連盟 の結 成 をもって、 デザ イ ン史上 の ユつの転期

とみ な し、近 代 デザ イ ンの スター ト地 点 と して の位置 が与 え られてい るの であ
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る。

それでは、 なぜ イギ リスは、近 代 デザ イ ンの流 れにお'いて ドイツに遅 れ をと

った のだろ うか。 また、 その遅 れ に気付 いたイギ リス は、 どの よ うに して、近

代デザ イ ンを啓蒙 し、活動 を展 開 して いったのだ ろ うか。

以上 のよ うな疑 問 を視 野 に入 れなが ら、 イギ リス における近代 デザ イ ン運 動

の中核 的役割 を果 たす こと、になったデザ イ ン ・産 業協 会(DesignandIndustri-

esAssociation、 略 してD.LA.)に つ い て検 討 す るこ とが本研 究 の 目的 で あ

るQ

I.イ ギ リ ス に お け る19世 紀 後 半

1915年 のD.1.A.の 創 設 の経 緯 に触 れ る前 に、生産 手段 が人間 の手 か ら機械

へ と移行 してい く中で、建築 家や工芸 家た ちは機械 に対 して どの よ うな態度 を

示 した かをみ てお く必要 があ る。 とい うのは、 の ちほ どD.1.A.の デ ザ イ ン理

念 を検討 す る場合 一一 す なわ ち、D.1.A.は19世 紀 的 な もの の何 を継承 し、何

を否定 しよ うと した かを検討 す る場 合 に必要 だか らであ る。 しか し、19世

紀 を語 り尽 くす ことは筆者の能 力 を当然越 えるものであ ると同時 に、本研 究 の

主要 な 目的で もない ことか ら、 ここで は さしあた り、機械生産 が進行 して い く

時代 にあ って、 それ を積極的 に受 け入 れよ うとした人 た ちと、 あ くまで も機 械

を不信 の 目で見続 けた人た ちについて簡単 に記述す るこ とにす る。

われわれが現在享 受 してい る機械 文 明は、周 知の よ うに、産 業革命以 来急速

に発展 した もの であ る。産業革命初期 におけ る機械 の役割 は、綿 工業の 工程 を

加速 す ることに限 られていた。初 めの うちは、 そのエ ネルギー となるものは水

力 に頼 っていた が、機械 の工夫や改 良 が進 むにつ れて、エ ネルギー集中 の必要

性 が増 し、蒸気 エ ンジ.ンが発達 してい った。 この よ うに機械 が、 よ り大 き く、

よ り複雑化 してい くこ とによ って、従 来 か らの小屋 式産業 は しだい にその姿 を

消 して い くこ とにな る。 この よ うな社 会状 況 の中 にあって、19世 紀 の イギ リス
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では、機 械 が人 間の手 に取 って代 わ りその優位 性 を示 す に従 って、機械 に対 す

る不信 感 も増長 されて いった。産 業主義 に対す る抗議 や否定の態度 は、1811年

の ラ ツダイ ト運 動や1830年 代 の都市 での機械破 壊 といった社会現 象 を誘発 し、

また、パ ー シイ ・シェ リィや ウ ィリアム ・ブレイクな どの文学者 た ちは、作 品

を通 して、産 業が もた らす悲劇 を予言 した。

それで は、当時の建築家 や工芸家 た ちは、機 械 に対 して どの よ うな態度 をと

ったのだ ろ うか。

機械 が、 人間の価 値 や美 的価値の後退 を強 いるもの で ある と判 断す る人 た ち

に とって は、機械 は否定 され なければな らなかっ鵡 しか し、 その態度 におい

ては決 して一様 では なかった。 このこ とにつ いて、L.ラ ムボ ー ンは、 ウ ォー

ル ター ・ク レイ ンの1869年 の 一枚 の絵 「三叉路」 を用 いて説 明 して いる。 この

絵 には、中央 に三人の若者(求 婚 者 た ち)が 立 ち、 ち ょ うど立 って いる地点 か

ら道 が3つ に分 かれ ていて、後 景 の(一 人の姫 がいる)険 しい森 へ と続 いてい

る様 子 が描 かれてい る。L.ラ ムボ ー ンは 、 この絵 を 「19世 紀 の人 々の反応 の

3つ の主要 な要 素 を説 明す るの に役立 つ視 覚的暗喩 と して利用 で きる」 と しな

が ら、第一 の道 を、「中世 の秩序 ある社会 に戻 る」道 で あ り、第二 の道 を、数 多

くの教育機 関 を設立す ることによって 「産 業生産物 の水準 と生 活 とを改善す る」

道 であ り、 第三の道 を、「社会 主義者 のユー トピア」へ の道 であ る、 と解釈 して

い る。換言 すれば、 その3つ の道 とは、A.W.N.ピ ュー ジ ンに導 びかれ た ゴ シ

ック ・リヴァイヴァル がた どろ うと した道 、社会教育 に その方向性 を持 ったコウ

ル ・サー クルがた どろ うとした道、思想 家 と して のラスキ ンと実践 家 と しての

モ リス がた どろ うと した道 、の3つ であ ると言 うので ある。 そ して、続 けて彼

は、「しか しなが ら、 これ らの全て の思索 家た ちは、共 通 して、根 本的 なそ して

互 いに関連 しあ った2つ の関心事 を持 っていた。労働 者の運命 、 そして、機械

生産 の デザ イ ンとその低 い水 準で あった」 と述 べ、19世 紀 の思想 家や製作者 た

ちの精神 的底流 が何 であった かを指摘 してい る。
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L。 ラ ム ボー ンが言 うとお り、 い くつ かの方 法 があ ったにせ よ全体 と しては

19世 紀 後半 の工 芸家 たちの多 くは、機械 生産 によ るデザ インの 質の低 下 を回復

す る方法 として中世の ギル ド社会 を理 想 と した歴 史主義的態度 を、 また、機械

による生産 では製作(労 働)の 喜 びは失 なわれ るとい う判断 か ら手 によ る製作

を尊重 す る個 人主義的製作 態度 をとろ うとしたので ある。 そ して、言 うまで も ・

な くこの姿 勢 こそが、アー ツ ・ア ン ド ・クラフ ツ運動 の底流 に横 たわる基 本思

想 であ り、 その理 念の もとに、1861年 に モ リス商会 が、1871年 に ラスキ ンによ

ってセ ン ト ・ジ ョー ジ ・ギ ル ドが、1882年 にA。H.マ ク マ ー ドウ に よって セ ン

チ ュ リー ・ギル ドが、1884年 に セ ン ト・ジ ョー ジ芸術協会 を母体 として芸術労

働者 ギ ル ドが、 さらに1888年 に はC.R.ア シ ュ ビィに よって手工 芸学校 ・ギル

ドな どが設立 され、実践的 な活動 が行 な われて い くので ある。各 々のギ ル ドの

性格 は別 に して、 この よ うな工芸製作組 織や芸術運動 体の芸術観 は、芸術 を社

会 か ら遊離 した超越的存在 とは考 えず、常 に芸術 の あ り方 をその人の生 き方 と

の関連 の中で とらえ、倫理 的 な側面 を持つ こ とで共通 していた。 した がっ て、

その 目 ざす ところは、 ア シュ ビィの コ ッツウ ォウル ドで の実験 が そ うだっ たよ

うに、製作 す るこ とと生 活す る ことと教育 す ることとが分離 す るこ とな く有機

的 に結合 した世界観 の達 成 だったので あ る。

一方 、機 械化 と産 業化 が進行 して い く19世 紀の イギ リス において、機械 の特

質 、機 能的 な造形 、 それに、生 産工程 か らのデザ イ ンの分離 を認 めよ うと した

工 芸家た ちが全 くい ないわけで はなか った。J.ヘ スキ ッツは 、商 業 的 価 値 と

美 的価値 を調和 させ る可能性 を示 した人物 と して クリス トフ ァー ・ドレ ッサー

を挙 げてい る。 ドレッサーは ロ ン ドンの デザ イ ン学校で学 んだ後 、植物学 の教

師 と して出発 した人 だが、1860年 前 後、 い くつ かの製造業者 か らの依頼 が あっ

た こ とを機会 に、教師 をや め、 デザ イ ン活動 に没 頭す るこ とになる。彼 は、 オ

ウイ ン ・ジ ョウ ンズの影響 を受 け なが らも、過 去の様式 を現 在の要求 に適 応 さ

せ る とい うジ ョウ ンズの折衷主 義的 デザ イ ン観 か ら一歩踏 み出 し、 自然の形 の
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幾 何学 的、構 造 的原理 を分析す るこ とによって、歴 史主義 的造形観 をい ち早 く

拒否 した人 だった。J.ヘ スキ ッツは、 ドレッサ ー の作 品 を 「彼 の上 品 な幾 何

学的外形 は、過去 の様式 に とらわれ るこ とな く、製造 と使 用の容易性 に細心の

注意 を払い、機 能 を綿密 に分析 した結果 に基 づい た簡 剰 生によって特徴 ブ け ら

れる」 と評 してい る。 ドレッサーの作品 の中 には、 明 らか に、歴史 主義 を否定

した ところに得 られる機能性 、単純 性、 それ に経済性 とい つた20世 紀 的視点 の

萌 芽が見受 け られ る。 この ような観点 か ら19世 紀 を見た場 合、 同 じよ うな例 を

N.キ ャリ ン トンは、 ア レグザ ー ンダー ・モ ー トンとジェイ ムズ ・モ ー トンの

親 子 に求 めてい る。 ア レグザー ンダー ・モー トンは、1860年 頃 、齒家庭的 な織物

工 業の共同体 に属 していた。 ところが、機械 によ る生 産 がいつ かは このよ うな

小 屋式産業 を破 滅 に追 いや ることに気付 いた ア レグザ ー ンダーは、周囲 か らの

反対 に もかか わ らず、機械 と蒸気機 関 を導入 した工場 を設立 す るので あ る。 こ

の段 階 で、デザ イ ン、生 産、販売 とい った分離 が必然的 に起 こり、彼 は、 これ

まで の一介 の織工 か ら、雇 い主 とセー ルスマ ンの二役 に変 ず るので あ る。 しか

し、彼 が織 物 に使 用 したパ ター ンは、 これまで旅 を しなが ら集 め た伝統 的意匠

の数 々 によるものだった。彼の息子 ジェイムズは、父親 が織物 のパ ター ンを伝

統 的意 匠 に求 めた ことに満足せ ず、 それ を、新 しく作 るパ ター ンの ための イン

ス ピレイ シ ョンの源 とみ な した。 ジェイムズは、 ヴォイ ジィに近づ き、彼 の単

純 化 された 自然 か らの抽象形態 によるデザ イ ンを織 物 のパ ター ンに採 用す るわ

けだが、 その作 品は、1896年 の アー ツ ・ア ン ド ・クラフ ッ展 示会 で受 け入 れら

れ ることにな る。N.キ ャ リン トンは、 モー トン親子 の この よ うな職 人 と産業

の協 同 とい う動 きをと らえて、モ リス らの活動 よ りもは るか に近代 デザ イ ンを

用意 す るものであ る、 とみな してい る。

これ まで、19世 紀 に生 きた工 芸家 た ちの機械 に対 して示 したい くつ かの態度

を簡単 にみて きた が、概 して言 えば、「イギ リスの デザ イ ンに対す る姿 勢 を支配

してい たのは、 ラスキ ン、モ リス、 そ して アーツ ・ア ン ド・クラフツ運動 の反
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産業的 思想 の中 で具体化 した伝統 の力だ った」 とい うことにな るだ ろ う。萌芽

的 ではあったが、将来 の発展 へ の決定的 な出発点 を用意 したとみな され る ドレ

ッサ ーやモー トン親子 で さえも、 アー ツ ・ア ン ド ・クラフツ運動 の精神 や芸 術

観 か ら完全 には抜 け きってい なかったか らで ある。19世 紀後半 の多 くの芸術 家

的工芸職人 の多 くは 、 ラスキ ンに見ちれ る芸術観一 す なわち、芸術 とは、人

間の信仰 を強め、倫 理的状況 を完 成へ 導 き、人 間 にとって具体的 に役 に立 つ も

ので あ る一 に多 かれ少 なか れ影響 を受 けて いた。 それだか らこそ、ア ール ・

ヌー ヴ ォーの誕 生 をマ クマー ドウのセ ンチ ュ リー ・ギ ル ドに求 め られ ると して

も、 その開花 は大陸 に譲 ることにな るので ある。芸術 を社会的関連性 の 中で認

知 しよ うとす るイギ リスの芸 術観 は、個 人の内面 に潜 む美意識 や世 界観 を表 現

した アール ・ヌー ヴ ォー をとても受 け入れ ることがで きず、抑制 の きい た もの

に して いる。 その よ うな理 由 か ら、N.キ ャリ ン トンは 、今 日か ら世紀 末 を見

た場 合、 アール ・ヌーヴ ォーの芸術家 的工芸職人へ の影響 を認 めなが らも、「イ

ンダス トリアル ・デザ イ ンを研究 す る立場 か ら言 えば、 アー ル ・ヌーヴ ォーは

私た ちにそれほ ど密接 な関 わ りはない」 と言 い きるので ある。同 じく、近代 デ

ザ イ ンの立場 に立 って、馳アー ツ ・ア ン ド ・クラフツ運 動 を評価す る1つ の視 点

す なわ ち、「19世紀後 半 に国内 や国外 で あの よ うな測 り知 れない影響 を持 っ

た その運動 の全 貌は、 その起 こ りが、一人の人間 にお ける芸術的天 才 と多方 面

にわた る手 の器 用 さとのあ りよ うもない組 み合せ か ら生 じた こ とを考 えて も、

まさに、最 も異 常 と しか言い よ うのない歴 史上の偶発 事故 か奇跡 ではな かった

か」 が生 まれて くるの も、世紀 が変 わ り20世 紀 になって か らであ る。 これ

か ら述べ よ うとす るこ とは、20世 紀 に入 り、 アーツ ・ア ン ド・クラフツ運動 か

ら巣 立 ち、 それ を乗 り越 えよ うと したD.1.A.の 人 た ちについてで ある。

五.D.1.A.創 設 の 経 緯 と初 期 の 活 動

世 紀末 か ら今世紀 初頭 にか けて、ア シュビ ィの ギル ドはキ ャムデ ンに移転 し
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て か ら6年 後 に破綻 に見舞 われ、 アー ツ ・ア ン ド ・クラフツ展 示協会 の トリエ

ンナー レ展 は内容的 に も財政的 に も行 き詰 ま るよ うにな り、 また、協会 内部 に

は、 その閉鎖 的製作態度 や沈滞 に不満 を抱 く者 や、改革 を主張 す る者 が現 れ る

よ うになった。美の存 在 を精神 と手工芸 の一致 の中 に見 出 し、 その理想 を中世

のギ ル ド社会 に置 いたアー ツ ・ア ン ド ・クラフツ運動 は、理 念の面 で も、 実践

の面で も、財 政の面 で も、 しだ いに破綻 や沈滞 を見せ るよ うにな り、生産 手段

としての機械 の位置付 けをめ ぐっての対立 が顕 在化す るようにな って きた。 もち

ろん、反感 の持 ち主 た ちも、 ラスキ ンやモ リスの考 えに影響 を受 け、 アーツ ・

ア ン ド ・ク ラフ ツ運動 の中で、 またアー ル ・ヌー ヴォー期 に、育 った人 た ちだ

ったが、 しか し彼 らは、機械 の存在 は もはや否定 す ることがで きない ものであ

り、それ によって生み 出 され る機 械様式 こそ今世紀 の様 式 であり、生活上 の価

値基準 で ある、 とい う考え にた ど り着 いたので あ る。 この 考えは、「工業製 品の

、良質化 」 を合 い言葉 に1907年 に結成 された ドイツ工作連 盟 のデザイ ン理 念 に強

く影響 を受 けた もの だった。 ドイツ工作連盟 は、今世紀初 頭、 い ち早 く、標準

化 と無 名 性 を伴 った機 械 化 によ る大量生産 の容認 とい う近代 デザイ ンの精神

に到達 して いたので ある。 この近 代 デザ イ ンの精神 は、 と くに1914年 の ケ ル ン

で の工作連 盟展 におい て、 ヴ ァ〒ル ター ・グロー ピウス参 デザ イ ンした近代工

場 のモ デル と、 ブルーノゥ ・タゥ トがデザイン した革命的 な ガラスの家 の2つ の

展示作 品 によって見事 にま とめ上 げ られ た と言 えるだ ろ う。D.1.A.の 創 設 の

父 たち と呼 ば れ るハ ロル ド・ステ ィブラー、 アム ブロウズ ・ヒール、セ シル ・

ブルアー、ハ リィ ・ピーチ らに、 これ こそイギ リスにおけ るデザ イ ンの未 来で

あると確信 させ 、イギ リスにも同種 の団体 が必要 で ある と決意 させ た ものは、

まさに、 このケ ル ンでの大博覧会 を見学 した ことによる ものだ った。 それは ち

ょ うど、 イギ リス と ドイツが戦争 に突 入す る2か 月前の 出来事 だ った。帰 国後

7名 か ら成 る暫定委 員会 が任命 され、最初の会合 も開 かれた。 新 しい団体 の発

足 の準備 をす る一方 で、8月 の宣戦布 告後、戦争 が進 行 していた。 しか しその
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戦争 は、発 足を遅 らせ るので はな く、促 進 させ る作用 を したので ある。戦争 が

進 むにつれて、産業経営 者 た ちや政 府は、 あ らゆ る点 で自国製 品が ドイツ製 品

に遅 れてい ることに気付 き、 その深 刻 さは一段 と深 いもの になってい た。 そこ

で 商務 省は、 イギ リスの製造業 者 に見せ る目的で、 ドイツ製 品の収 集物 を展 示

す る企 画 を考 えた ので ある。 その機 会 を捕 えた ピーチ らは、 その展示会 には ド

イツ工作連 盟の製 品 も展 示 に加 えて ほ しい旨の覚 え書 きを、商務省の ヒューバ

ー ト ・ルエ リ ン ・ス ミス に提 出 した。彼 はそれ に同意 し、 さっそ く収集 品 が政

府 関係 筋か ら、 また、 ピーチが ドイツか ら持 ち帰 っていた ものの 中か ら集 め ら

れ、1915年3月 、 ロ ン ドンのゴ ウル ドス ミス ・ホ ールで展示 され るこ とになっ

た。 その時発行 された政府刊行 物 には、 ドイ ツ工作連盟 につ いて の言及 と共 に

イギ リス におけ る同種 の 団体 の必要性 を示唆 す る記事 が掲 載 されたが、 この こ

とは、D.1.A.発 足 を控 えて さい先 の よい もの となっ た。 それか ら2か 月後 の

1915年5月 に、 デザ イ ン ・産 業協議会 の発 足会 が グレイ ト ・イース タン ・ホテ

ルで、議長席 にアバ コ ンウ ェイ卿 を迎 えて開催 され、公式の ア ピール が採択 さ

れたので ある。翌6月 には78人 が、 その年の終 わ りまで には200人 近 くが加入

し、戦争 が終結 す るまで には、会員 数は400人 を数 えるまでにな って いた。会

員の大半 は、アー ツ ・ア ン ド・ク ラフ ツの諸 団体 か ら引 き抜 かれた人 た ちと、

モ リス、ウ ェブ、 それ にス トリー トなどの思想 を受 け継 いだ建 築家た ちか ら構

成 されていた。彼 らが共 通 に持 ってい たものは、「文 明は、 自分た ちが19世 紀 か

ら引 き継 いで来 た もの よ りも、 もっと合理 的で、 もっ と効 果的で美 しい もの と

して建 設 され うるはずだ」 とい う確 信 であ り、 この確信 こそが、「大戦 の最中 に

もかかわ らず、 ただ ちに行動 に移すカ として作用 した」ので ある。 これ よ りイ

ギ リスは、民間 団体 で あるD.1.A.を 中 心 と して、近 代 デザ イ ンの啓 蒙運 動 を

展 開 して い くこ とになる。

デ ザイ ン ・産 業協 会 を創 設 した人 た ちは、 この協 会の ことを 「新 しい 目的 を

持 った新 しい団体 」 と呼 び、初期 のD.1.A.パ ン フレ ッ ト類 の 中の1つ の標 題
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にもなっている。この 「新 しい 目的」 こそがD.1.A.運 動 の理 念 となるものだ っ

たが、内容 は、 目的 に適合 したデザ イ ンの推進 とい うこ とだ った。 その ことは

すな わち、 ヴ ィク トリア朝 の過剰 装飾 を 「意味 の ない装飾」 と して否 定 し、 そ

れに代 わって、 デザ イ ンを素材 、生 産過程 、使 用 目的 といった全体的 な系で考

える中か ら生 まれて くる効率性 、経 済性、機能性 といった価値 観 の出現 を意味

していた。 しか し、「目的へ の適合」 といって も、 その よ うな信 条 の解釈 が 「そ

の後 の10年 あま りもの あいだ、長期 にわた る真剣 な討議課題 だ った」 こ とか ら

推察 で きるよ うに、創設 か らしば ら くは、D.1.A.の 人 た ちで さえも十分 な共

通 の理解 を持 っていた わけではない。 ま して、製 造業者 や大衆 においてはなお

のこ とだ った。D.1.A.の 主 張 と、当 時の製 造 業者 の あい だに見 られ たデザ イ

ン意識 とのず れ を、創 設初期のD.1.A.展 を とお して見 出す こ とがで きる。 最

初の展示会 は、印刷 に関す るもので、ホ ワイ トチ ャペ ル ・アー ト ・ギ ャラ リィ

で挙行 された。2回 目の展 示会 は、 マ ンチ ェス ター ・アー ト・ギ ャラ リィで開

催 され、展示物 は染織物 に限定 された。3回 目の機会 は、 アーツ ・ア ン ド・ク

ラフツ展示協 会 か らの、 トリエ ンナー レ展 の期 間中会場 の一部 を提供 す る旨の

申 し出 を受け入 れるこ とによって実現 した。 その展示会 はバ ー リン トン ・ハ ウ

スで行 なわれ、D.1.A.は 、「目的へ の適合 」 とい う基準 を厳格 な まで に適 用 し

精 選 された家事 用陶器 を展示 した。ところが ここで、思 わぬ数々の障害 にD.1.A.

は ぶ つ かったので ある。マ ンチ ェスターでは、 展 示見本 を求 め るD.1.A.の 要

請 を全 く無視 す ること によ って製造業者 た ちは精選 デザ イン展の 考え に抵 抗 を

示 した し、同様 に、 ス トウ クー オ ンー トレン トで は、ロ ン ドンを拠点 とす るグ

ルー プが生意気 にも地 元陶 工の製 品 に意 見 を述 べた とい うことで、大騒 ぎにな

ったので あ る。 しか し、これほ どの抵抗 に あい なが らも、D.1.A.の 人 た ちは 自

分 た ちの理念 を放 棄す るこ とは なか った。会 員た ちは、討 論会 を計画 し、国中

を講演 して回 り、 また 『機 関誌』 も発行 していた。 当時 十分 に認 識 されてい な

かった ものの 、D.1.A.の 人 た ちは、「目的 へ の適 合」 や 「効率性 の様式」 を説
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くこ とによ って、単 に製 品の形態上 の問題 だけに とどま らず、 その当時 の生 活

の あ り方 や文明の あ り方 にまで言及 しよ うと していたので ある。 とはい って も

伝統 的な工法や意 匠に今 だ に頼 っていた業 界や 、アー ツ ・ア ン ド ・クラフ ツの

思想 に今だ に忠実 であ った芸術労働者 ギ ル ドの人た ちが、D.1.A.の デ ザ イ ン

理念 を理 解す る どころか、疑 いの 目で見つ めたのは確 かで あ る。 ま して大衆 に

とっては、 また、 高等教育 を受 けた階層の人 た ちにとって さえも、1920年 代 ま

では、良い趣 味 とい う言葉 は骨 董趣味 と同義語 で あ り、 この ことが、D.1.A.の

啓 蒙運 動の努 力の前 に立 ちふ さが って いたので ある。N.キ ャ リ ン トン は、「こ

の影 響(骨 董収集 の熱狂)は 、 インダス トリアル ・・デザイ ンに関す るどの よ う

な研 究 において も強調 され る必要 がある」 と述 べて い る。電気 照明器具 、電気

ス トー ブ、 あるいは ラジオな どの新 しい発 明品 にさえ も、時代物の衣裳 を着 せ

たデザ イ ンを施 して いた し、建 築 において も、 ほぼ同様 の ことが言 えた。D.1.

A.は 、近 代 デザ イ ンの意味 を製造 業者 に伝 えた り、 それによ って導び き出 さ

れ る生活の あ り方 を大衆 に教 育す る以 前の問題 と して、 その当時の社会 的、美

的価 値観(趣 味 の問題)と 闘 わねばな らなか ったので ある。

しか し、D.1.A.の 人 た ちは、 かな り自信 を持 って近代 デザ イ ンの原理 につ

いて発言す ることがで きた。 とい うのは、初 めの うちは、彼 ら自身が、製造 業

主や店主 としての実践家 で あ り、D.1.A.の 思 想 を 目に見 えるか た ちで表 現 す

るこ とがで きた か らであ る。20年 代 の運 動で重要 と思 われ る人 た ちの中 には、

ドライア ツド ・ケイ ン ・ファニチ ャーのハ リィ ・ピー チ、銀細 工師で、 プー ル

陶器会社 の理 事 でもあ ったハ ロル ド ・ステイブ ラー、 ヒール商会 の アムブ ロウ

ズ ・ヒール らがいた。 どの人 もD.1.A.の 創 設 の父 と呼 ば れ る人 た ちで あ る。

また、テキス タイルの分野で は、モー トン商会 の ジェイムズ ・モー トン、 フォ

ックス トン商会 のウ ィリアム ・フ ォ ックス トン、印刷 の分野 では、 カー ウ ィン

・プ レスのハ ロル ド ・カーウ冒 ン、ナ ンサ ッチ ・プ レスの創 設者で ある フラ ン

シス ・メネ ル、家具 の分野 では、 ゴー ドン ・ラッセ ルがいた し、 アーニス ト・
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ジムス ンの影 響 もこの頃現 われ始 めていた。

それでは、彼 らに代表 され る20年 代D.1.A.の 平 均的 な美 的価値 観 とは どの

よ うな ものだ うたのだ ろ うか。彼 らは、素材 に対す る率直 さと誠 実 さを賞賛 す

る一方 、仰 々 し さ、凝 りす ぎ、 それに、 にせ もの をひ どく嫌 った。D.1.A.の

理 念 はアー ツ ・ア ン ド ・クラフツ と一線 を画 す るもので あった ものの、「確 か な

職人技」 とか、「素材 に対す る敬意」 とかい うものは基本的信条 と して確 か に受

け継 いでいたの であ る。 このよ うな信 条 が根底 にあったこ とによって、D.1.A。

は、極端 な反伝統主 義的 な態度 に陥 ることはなか った。 したが って、彼 らが非

難 の対 象 と した ものは、伝統 的な もの を持 ち合 わせ ていない表現主義的 なもの

だった。 ワイマ ールでの発展 さえも、 当時 わず かな興味 しか呼 び起 こさなから

たこ とや、1925年 の パ リ博 の特徴 となった ジャズ的雰囲気 とキ ュ ビズム か らも

感化 され るこ とが全 くなかった ことか らも判 断で きるよ うに、異国趣味 、未知

な るもの、 それ に、極端 な機械化 につ いては、決 して進 んで受 け入 れ るよ うな

こ とは なかった。彼 らの 目には、黒人音楽 、「目ざわ りな模 様」、ロシアか らのバ

レイ、 そ して、 オ ウメガ工房 が、凝 りす ぎで、 にせ もの として映 ったので ある。

D.1.A.の デ ザ イ ン精神 に とって、 中世『を理想 とす る歴史 主義 、 また、 それ に

よって引 き出 された骨董趣味 と古代物 保護運 動 が闘 いの的で あった ことは確 か

だが、 それ と同時 に、表現主 義的 なものや機 能主義 的 なもの が、 けばけ ば しい

もので あ り、極 端す ぎる、 と感 じられ るほ どの もので あれ ば、 それ もまた非難

の対 象 となったので あ る。N.ペ ヴ スナー は、「この時 代 を理 解 す るため には 、

簡潔 さと適合性 を求 め る主張 は ドイツ工作 連盟 を 目ざすの と同 じ位 にア ーツ ・

ア ン ド ・ク ラフ ツ運動 を目ざす もので あ り、 そ して また アーツ ・ア ン ド・ク ラ

フ ツ運動 を 目ざすの と同 じ位 にジ ョー ジ朝 時代 の先例 に倣 うもので あったこ と

を、常 に銘記 しておか なけれ ばな らない」 こ とを指摘 し、 さらに 「D.1.A.は

長 い問、 自 らが何 に属 す るの かを知 らな かった」 と断言 してい る。す なわ ち、

D.1.A.創 設 以 来の10年 間は、「自分 た ちの 目標 、す なわ ち、国家的 改良 とい う
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自分 た ち英国 クラブ員 の理 想像 を追 い求 め るこ とに熱心」 なあま り、 その結 果

その間 イギ リス には国際 的 な近代運動 がはい り込 む ことはなかったの であ る。

DユA.が ヨー ロ ッパ の他 の国 々 との間 で その主張 を競 う機 会 が訪 れた のは 、

や っと1927年 に なってか らだ った。1927年 に国際 工芸 博覧会 の開催 を予定 して

しきた ドイツは、 アーツ ・ア ン ド ・クラフ ツ運 動 の発 祥の地 であ るイギ リス を職

人技 におけ る質の保護者 とみ な し、イギ リスの出展 を依頼 して きた。 しか し、

イギ リス商務 省 は、 あい まいな理 由 にもかかわ らず、 その 申 し出 を断 わ る態度

を示 し、 そ こで、国 に代 わ って民 間団体 で あ るD.1.A.が 個 人的 な寄付 金 を頼

りに、 ライプツ ィヒでの精選 とデ ィス プ レイに関す る責任 を負 うことにな るの

で ある。D.1.A.は 当 然 な が ら工業 製品 の出 品 を予定 して いた が、予期 せ ぬ こ

とに、 多 くの製 造業者 は出品依頼 の申 し出 に難色 を示 し、 したが って 出品物 は

工業製 品か ら工芸 品の方へ と着 実 に傾 い てい き、「産業 におけ るデザ イ ン」 の啓

蒙 を理 念 とす るp.1.A.は 精 選 の段 階 か らつ まつ くこ とに なるので あ る。 その

結 果出品 された 品物 は、工業製 品、美 術 工 芸 品 の 雑 多 な もの で 、 その中 に、

「目的への適 合」 とい う近代 デザ イ ン理 念に対 して明確 な解答 となるよ うな出

品物 を見出す ことはで きなかった。1927年 の ライプツ ィ・ヒ博 覧会へ の参加 を通

してD。1.A.は 、 これ まで ヨー ロ ッパ の近 代 デザ イ ン運動 の流 れに加 わ ってい

なかった ことや 、運 動体 としての指導 力が欠如 していた ことや、 さらには、美

術 工芸 品 と産 業 生 産物 との性 格の違 い に今 だ明確 な位 置付 けがな され てい な

かったことを思 い知 らされたの であ る。

D,1.A.は 、1915年 の 設立 以来 、 これ までの アー ツ ・ア ン ド ・クラフ ツ運 動

の理念 を一部 では否定 し一部 で は逆 に継承 しなが ら、 また一方 では、 ドイ ツ工

作連盟 の活動 を手本 と しな がら、運動 を続 けて きた が、 その間の活動 の主 眼点

の 多 くはイギ リス国内 の改革運動 に向け られてお り、20年 代 までは、 明 らかに

大陸 のデザ イ ン運動 の流 れ に沿 うもので はなか った。機械生産 と 「質」 との関

係 において、近 代デザ イ ンの意味 を理解 し、 その位 置付 けが本格 的 に行 なわれ
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始 めよ うとす るの は、30年 代 に入 ってか らの こ となの で ある。

こ・の章で は、D.1.A.創 設 の経緯 とその後約10年 間 の活動 に絞 って簡単 に描

写 して きた が、次 の章で は、問題 となるい くつ かの項 目につ いて、 その間D.1.

A.の 人 たちが どの よ うな態度 を示 したか を検討 す ることにす る。

皿.D」.A.の デ ザ イ ン思 想 の 検 討

1.「 美術」 の解釈 をめ ぐって .

、ウ ィリアム ・リチ ャー ド・レサ ビ ィ。彼 は、 ロ ン ドンの美術 ・工芸 学校 の初

代校 長 を務 めた、当時の偉大 な建 築学者 の一 人で あ る。アー ツ ・ア ン ド ・クラ

フツ運 動 に深 く関 わ り、芸術労働 者ギ ル ドの 「マ スター」 を した こ ともあ り、

工芸職 人 が彼 に寄 せ る信頼 は相 当の もの だった。 このよ うな経歴 を持 った レサ

ビィが、D.1,A.の 中 では 「予言者 」 とい う名 で呼 ばれ るほ ど、彼 もモ リス同

様 に、手短 かに自分 の芸術哲学 を表現す るこ とが で きた。その表現の い くつ か

は、「芸術 とは、行 な う必要 のあ ることを良 く行 な うこ とであ る」、「芸術作 品 と

は、良 く作 られた半長 ぐつ であ り、良 く作 られた椅子 で あり、良 く作 られた絵

であ る」、あるいは、「芸術 とは、普通 の料理 を引 き立 たせ るため に用 い る特 別の

ソースでは ない。料 理 がおい しい もので あれば、芸術 とは料理 その もので ある」

とい うもの だった。 しか し、 このよ うな芸術観 は、D.1.A.の 内 部 の 人 た ちの

あいだ にお いては理 解 され るもので あった として も、近代 デザ イ ンを啓蒙 す る

立場 か ら大衆や製 造業者 に向って発 す る言葉 としては、あま りにも19世 紀 的で

あ り、機械 文 明が進 行 してい る当時 の現実 には そ ぐわない ものだ った。19世 紀

においては、家具 、印刷、壁紙 の どれ をとって も、装飾芸術 あるいは小芸術 と

して、 その地位 が保 た れていた。 しか し、教会 や上流 階級 が芸術 の保護者 で あ

り、製作 に関 わるすべ てが工芸職人 の手の 中に あったモ リス らの時代 は、 すで

に過去 の時代 にな ろ うとしていた。 生産 手段 として機械 が とり入 れられ、製作

に関わ る諸側面 が分 断 されてい くに従 って、 いか なる産 業生産 品 も 「売 るため
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の品 物」 とい う性格 を強 めてい き、 製 造 業 者 や 商 売 人 た ちに と って 、もはや

それ らは 「芸術作 品」で はな くなって いたので ある。D.1.A.の 人 た ち も、 そ

の ことは十分 に承知 して いた。 しか し彼 らは、高価 で、一部 の裕福 な人 々だ け

に しか手 に入 らない作品や その製 作態度 を否 定す る中で近代 デザ イ ン思 想 をと

り入 れ よ うと した にもかかわ らず、モ ノ を製作 す る際 の信条 として は、 生産手

段 が手 から機械 へ 移 り変 わろ うとも、 それが 「行 な う必要 があ る」 もので あれ

ば、 また、「良 く作 られた」 もので あれ ば、 それ もまた 「芸術作 品」 と呼 びた か

ったので ある。 ところが それは、直接製造 業者や商売 人た ちには言 えないので

あ る。 その理 由は、単 に、「工 業の中心地 において は 〈美術〉 とい う言葉 が、〈商

no

売〉 とい う言葉 とほ とん ど正 反対 をなす ものだ った」 とい う理 由だ けでは な く、

機能性 や経 済性 を追 求す る ところか ら生 まれ る工業生産 品 によって、生 活の秩

序 と調和 を計 ろ うとす るデザ イ ン行為 は、 それ 自体 あ くまで も理性 の産 物で あ

り、感性 の表現 としての 〈美術〉 とは あ る意味 で正反対 をなす もの だった か ら

で もあった。 この後 者の理 由は、 その後D.1.A.に 、 純粋 美 術上 の運 動 との交

流 を否定的 に とらえる傾 向 を強め させ てい る。前世紀 において は、 ラフ ァエ ル

前派 とアー ツ ・ア ン ド ・クラフ ツ運動の よ うに、絵画 におけ る運動 と建 築や工

芸 におけ るそれ との相互関係 が成立 していたの に。 しか し、 この相互 関係否定

の傾 向は、「美術」 の中 か ら産 み落 され たデザ イ ンが、行為 としての社会性 を内

包 す ることによって その存在基盤 を勝 ち得 るため の、 必然 的 な過程 の第 一歩 と

してみ なす こ とがで きる。新 しい運動体 に名称 を与 える際 に㍉ 当時定着 してい

た 「IndustrialArt」 とい う名称 をあえて避 け、「DesignandIndustries」 と

い う名称 を採 用 した理 由の1つ もその点 にあつた。当時 のD.1。A。 の討 論 会 へ 出

席 していたN.キ ャリン トンは、「あ る工場生 産 品や建築物 を美 しい と評 す るこ

と をどんな講師 の場 合 もいや が った。誰 もが、〈効率性〉、 〈経 済性〉、〈正 直 さ〉

以外 の ことを賞賛 す ることはなかった。仮 に あった として も、 それはせいぜ い

〈使 用の楽 しさ〉程 度だ ったろ う」 と回想 してい るが、事 実、「運動 の初 期の文
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書 すべ てにわた って、 この危 険 な言葉 で ある く美術〉 はめ ったに使 われ てない」

ので ある。 アー ツ ・ア ン ド ・クラフツ運動 か ら引 き継 いだ芸術観 を堅持 しなが

らも、一方 では それ を深 くしまい込 む形 をと らなければ な らなかった ところに、

初期 のD.1.A.が 葛 藤 した 「美術」 に関す る一側 面 が あった とい える。 美術 と

デザ イ ンの性格 の違 いが さらに正 しく理解 されるよ うになるの も、 また そのこ

とによ って、美術 教育 の改革が起 こるの も、H.リ ー ドらの仕事 が進 む30年 代

以降 の ことであ る。

2.製 作 にお ける 「倫理」 の聞題につ いて

「創 設初期の協会 に とってたぶん最 も重 大 な問題 は
、社会的倫理 につい てだ

った」 よ うに、D.1.A.の 人 た ちは 、「美術 」 の 問題 だけ では な く、「倫理 」 の 問

題 につ いて も解釈 を迫 られていた。 これ もまた、生産 の過 程の 中に機械 の存在

を認 め ることによって生 まれて きた再解釈 を要す る問題 だ った と言 える。前世

紀後 半 を支 配 していた アーツ ・アン ド・クラフツの精神 は、正 しい方法 、す な

わ ち、 人間の精神 と手技 によって生み出 され るものだけが、正 しい製作 で あ り、

正 しい芸術 で あ る、 とい うものだ った。 そ して さ らに、正 しい労働 、す なわち、

金銭の ためでは な く、 その中にモ ノを生 み出す喜 びがあ る労働 によってのみ、

人間の生 活 が幸福 な もの とな り、社会は正 しくなる、 と考 えられていた。 これ

は明 らか に、芸術 と労働 を不可分 の同一行為 とみ なす ものであ り、 モ『リス を初

め と して、当時の芸術 家的工芸職 人の 多 くに見受 け られ る芸術 家 と しての社 会

主義思想 を支 える基盤 となるものだ った。彼 らが機械生産 を否定 したの は、 ま

さ にこの点 に依 拠 していた。彼 らは、機械 によ る生産 では、労働 の喜 びは失 わ

れ、芸術 は消滅 し、生 活は堕落 す る、 と信 じていたの であ る。確 かに初期 のD.

1.A.の 人 た ちも、機械 生産 の肯定 とい う立場 は とった ものの、 この よ うな、

正 しい製作 、正 しい芸術 、正 しい労働 、 そ してそれ か ら生 み出 され る正 しい社

会 とい う側面 では、 アー ツ ・ア ン ド・クラフツの精神 を受 け継 いで いた。 それ
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は、 レサ ビ ィの 「芸 術 は人生 に おいて不 可欠の もので あ り、従 って、教育 にお

いて も、労働 におい ても然 りで ある」 とい う言葉 か らも理 解す る ことがで きる

し、D.LA.が 発 行 した初期 の冊子 たは、『喜 び に対 す る労働者 の権利』 と タイ

トルが付 け られ、機械 生産 にお ける労働 の意味 をめ ぐっての討論会 も開催 され

てい る。 しか し、 この段 階では、機械生 産 と労働 との両者 を結 びつけ る明解 な

結 論は導 き出 されて は㌧・ない。精神 と手技の一致 とい う前提 を機械 生産 に置 き

換 えることは、正 しい芸術 も、正 しい労働 も、 その存 在 自体 が危 うくなる こと

を意昧 す るか らで ある。D.LA.の 人 た ちが、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラフツ の精

神 と比較 して強 く主張 で きた ものがあ ると した ら、 それは、誰 のための デザ イ

ンか、 とい う命題 だった。 アー ツ ・ア ン ド・クラフツの作 品 を手 に入 れ、 それ

を享受 で きたの は、一部 の人た ちだけだ った。 しか し、D.1.A.の 人 た ち は 、

今世紀 の芸術 の保護者 を市民の一 人ひ と りに置 き、 その人た ちの趣味 を良 くす

るこ とによ って、人 間の生活や社会 を改良す ることがで きる、 と考 えたか らで

ある。 そ して、 そのための量産化 や機械 化 で あれ ば、極端 で ない限 り認 め る価

値 のあ るもの とみな したので あ る。 アーツ ・ア ン ド ・クラフ ツの デザ イ ン思想

で は、手 による正 しい製作 が正 しい社会 をつ く り、人 間 を幸福 にす る道 で あ る

と したの に対 して、D.1.A.の そ れ は、人 問 を幸福 にす る社会 は、生産 手 段 が

手 にとって代 わった機械 であろ うとも、 それ を正 しく使 うこ とに よって実現 で

きるはずだ、 とい う信念 だった。 このよ うなD.1.A。 の 倫 理 的信 念 を実 際 の行

動 を通 して具現 化 しよ うとした人 が、ハ リ ィ ・ピーチ、 その 人で ある。彼 は、

D.1.A.を 創 設 した七人 の父の一人 で、1927年 の ライプツ ィヒ博 でのD.1,Aの 参

加 を指揮 した人で もあ る。 ピー チが関心 を持 ったのは環境 の問題 だった。 スラ

ム街、 ス クラ ップの 山、けば けば しい広告、 それ に汚 れた川 この よ うに自

分 たちの美 しくあるべ き国土 を醜 くして いる ものは何 か、 と彼 は 問 うので あ る。

それは明 らか に、利潤 追求 を至上 として い る産 業主義 と商業主義 の横行 によ る

ものだった。 ピー チは それ が許 せ なかったので ある。 デザ イ ン行為 とは、 そ も
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そも人間生活 を豊 か に、幸せ にす るもの ではないの か。 それ を阻止 してい るも

のがあ るとす れば、 その事態 を直視 し、社会 をつ くるための何 が正 しい方法 で

何 が そ うで ないか を大衆へ 向けて警告 しなければ な らない。 これが ピーチ

の主張 だ った。 この ピーチの主張 を受 けてD.1.A.は 環 境 問題 の告 発 に乗 り出

すので ある。 最初 の 目標地 としてセ ン ト ・オー ルバ ンズ が選 ばれ、その土地 の

建物 、交通機 関、店頭 、広 告がや り玉 に上 げ られた。 良 くデザ イ ンされ た見本

と比較 がで きるよ うに、写 真 による対照 の方法 が とられ、『忠告 の手引 き書 』 と

い う小冊子 に まとめ られた。 その後 も、『オ クスフ ォー ドへの忠告 手引 き書』、

『村の ポ ンプ』 と続 き、同 じ手法 によって、 オ クスフ ォー ドの都 市景 観 と、何

の規制 もな く増 え続 け るガソ リンス タン ドを問題 に して いる。 この ことか らも

判断 で きるよ うに、D.1.A.の 人 た ちは、 無制 限 に機械 の振 る舞 い を容認 した

ので はなか った。 それ どころか、機械生 産の行 き過 ぎや それ を支 えて い る産 業

至上主義 には勇敢 に も異 議 を申 し立 て るので あ る。 それ は単 に、デザ イ ンされ

た結果 としてのモ ノや環 境や景観 に対す る忠告 にとどま らず、結 果的 には醜 悪

なもの を生み出す ことに手 を貸 してい る考 え方 その もの の告発 なので あ る。19

世 紀 か ら引 き継 いだ 「芸術 とは、秩序 で あ り、物 を作 る際 の正 しい方法 であ り、

文 明にあ って事態 を直視す る態度 の問題で あ る」 とい う信条 が、機械 文 明へ向

けて、 この時具体 的 な力 となって実践 に移 されたので あ る。 この環境 問題 を契

機 として、機械文 明下 におけ るデザ イ ン行為 とは、社会 や環境 の全体的 な秩序

の問題 で あ り、同 時 にそれを左右 す ることがで きる政治 と実は密接 に結 びつ い

てい ることが しだい に判 明 してい くので あ る。 しか しその後 は、「イ ンダス トリ

アル ・デザ イ ンや建 築 に対 す るア プローチが急 進的 であ ることが、同様 に社会

観 においても急進的である、と評された人崩 が多くいぜ にもかか栃 ず、

D.1.A.の 人 た ちは、非 政治 的 な立場 を とる ことにな る。 彼 らは、政 治的 な 問

題 として環境 を考 える人間 として よ りも、あ くまでモノ を作 り出す主体 と して

の人間 と して、 自己を規制 したので あ る。 この ことが妥 当で あったかは別 に し
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て 、D.1.A.の 偉 大 ざ は 、「産 業 の た め の デ ザ イ ン 」 を主 張 し 、 啓 蒙 活 動 を 行 な

う こ と か ら 出 発 し な が ら も 、 い ち早 く 、「生 活 の た め の デ ザ イ ン 」 あ る い は 「文

明 の た め の デ ザ イ ン」 と い う観 点 に た ど り着 き 、 機 械 あ る い は 産 業 自 体 を 、 人

聞 の 生 活 や 文 明 を作 り 出 す 単 に 一 つ の 側 面 と し て そ の 欠 点 さ え も 問 い 直 す ほ ど

の 相 対 化 を し て み せ た こ と だ っ た 。 ピ ー チ の 主 張 と 行 動 の 中 に 、 わ れ わ れ は 、

機 械 文 明 と い う時 代 の 下 で の 、 モ ノ を 生 み 出 す 人 間 の 倫 理 性 の 展 開 の 一 例 を み

る こ と が で き る の で は な い だ ろ う か 。
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